
 新型コロナウィルスの第7波が襲来し、世の中はたいへんな状況が続いております。ラボ

会員の皆様はお元気でお過ごしでしょうか。私はワクチン接種を4回済ませましたが、最近

は知り合いにも感染者がでており、油断はできないものと気を引き締めております。 

 浅草界隈は行動制限が発動されていた昨年に比べて、大幅に観光客が増えています。修学

旅行の学生も多く見かけるようになりました。まだ外国人観光客の数は少ないですが、いず

れにしてもこの状況では感染者数が一気に減少するような事態は期待できないように思いま

す。 

 このような中での弊社の状況ですが、カメラ修理やレンズ修理のご依頼数は昨年とほぼ同

様の状況です。相変わらず修理が難しく時間のかかるカメラやレンズの修理のご依頼が多

く、現在は2ヶ月半～3ヶ月程度の納期をいただいております。修理をご検討されている場

合には、どうぞ早めにご相談ください。お待たせして大変申し訳ございませんが、諸事情ご

賢察の上なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

 委託販売は今年もお預かりする品物が少なく、棚が空いている状況が続いています。しか

し人気が高いライカM型のボディやライカMマウントのレンズといった売れ筋の商品は、状

態や価格にもよりますが、店頭に並ぶ時間が短くすぐに売れてしまう状況です。またこれら

の売れ筋商品は市場価格が高騰しています。先日ノクチルックス50mmF1.2レンズをお預

かりして500万円でFACEBOOKに出したところ、2日ほどで売れてしまいました。数年前

までは入手が容易だったライカM4やM4-Pあたりも高くなっています。他のお店には異常

ではないかと思えるような高値がつけられている中古カメラやレンズもあり、相場の判断が

難しくなっています。買い取りでのご処分はもったいないかもしれません。会員の皆様のお

手元に処分をお考えの品物がありましたら、どうぞ遠慮なくご依頼ください。  

 2017年に開始した天体写真撮影用／赤外写真撮影用デジタルカメラ改造サービスは、あ

いかわらず大好評で、業界ではたいへん有名になりました。今年もすでに170台を越える改

造のご依頼をいただいております。また改造済みカメラも120台以上販売いたしました。 

 会員の皆様にお願いがございます。コロナ禍の状況が過去に例を見ないほど悪くなってい

る現在、各種のご相談や修理のご依頼については、できるだけインターネットや宅配便をご

利用ください。またご来店の際には、前日までに来店日時のご予約をお願いいたします。諸

事情により突然のご来店は、ご入店をお断りさせていただきます。あしからずご了承くださ

い。それではどうぞこれからもよろしくお願い申し上げます。     (店長 根本) 
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第47回世界の中古カメラ市 9月1日(木)～9月7日(水) 
詳細は同封の案内葉書をご覧ください 

いつものように早田カメラ店ブースでラボ会員特別サービス実施!! 

 9月 1日(木)から 7日(水)まで、東京銀座の

松屋銀座８階イベントスクエアにて「第 47回世界

の中古カメラ市」が開催され、早田カメラ店が出

店いたします。 

いつものようにラボ会員の方が早田カメラ店ブー

スでお買いあげいただく場合、事前に会員証をご

提示いただくと、10%値引きの特別サービスが受

けられます。なお新規会員の方で会員証がまだお

手元に届いていない方は、その旨お話いただけれ

ばサービスを受けられます。 

イベントの詳しいご案内は、同封いたしました案

内葉書をご覧ください。皆様のご来場を心よりお待

ちいたしております。 

 なおこの期間中、早田カメラ店は休業となります

が、弊社は通常営業いたします。ご来店の際に

は、事前にご予約をお願いいたします。 

>>>営業時間のお知らせ<<<

火曜日～金曜日 12:30～16:30  

  土曜日  11:30～16:00 

  定休日  日曜日・月曜日・祝祭日 

ご来店の際には、ご予約が必要です。 

前日までにお電話や電子メールでご予約をお願いいたします。 
「世界ヴィンテージカメラ大全」 

中国語版 

11月12日に創業20周年を迎えま

す。ご愛顧に感謝いたします。 

創業20周年!! 
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優れたメンテナンスで輝くカメラを!! 

定休日 日曜日・月曜日・祝祭日 

 ★☆委託販売がお得です☆★ 
◆お手元に眠っているカメラやレンズを委託にだしましょう!!◆ 

★委託品として現在店頭に並んでいる商品は別紙の

とおりです。会員の皆様から、大切になさっていた

素晴らしい状態のカメラやレンズをお預かりしてお

ります。 

★現在約3～4週間おきに弊社HP会員専用ページ

で、写真付きの販売リストを公開しておりますが、

弊社FACEBOOKページでは新着委託品を即日公開

しているため、そちらですぐに売れてしまうものが

多く、販売リストにご紹介できません。したがいま

して、まず先に弊社FACEBOOKページをチェック

してください。 

◎会員の方に限り、お取り置きが可能です(２週間以

内)。ご来店が困難な会員の方には、品物を宅配便で

お送りいたします。どうぞ遠慮なくご相談ください。 

★お手元に眠っているカメラやレンズを、委託販売し

ませんか？ 

 委託をお受けするのは、弊社会員に限らせていただ

いております。販売手数料は販売価格の20%(ただし

１万円未満は一律2,000円)です。 

 早田カメラ店でご購入いただいた商品、あるいは弊

社やメーカーでオーバーホールされた商品は高額で早

く売れています。また珍品や人気商品も、高価に販売

できます。現在おあずかりした品物の半数程度は

FACEBOOKでご紹介すると、わずか数日で売却で

きております。ご不明な点は遠慮無くお問い合わせく

ださい。 

 ☆★ FACEBOOK ページへお越しください!! ★☆ 

https://www.facebook.com/hayatacameralabo 
ハヤタ・カメララボのFACEBOOKページです。 

委託品を入荷次第お知らせするなど、様々な情報をすばやくお伝えしています。 

FACEBOOKのメッセージでのお問い合わせや、委託品のお取り置きのご依頼も、 

随時お受けいたしております。委託品のお取り置きは先着順、2週間以内です。 

現在7,200人以上のフォロワーさんがいらっしゃいます。 

デジタルカメラ改造 
天体写真撮影用／赤外・紫外写真撮影用 

 5年前より弊社では天体写真撮影用／赤外写真撮影用のデジタルカメラ改

造サービスを開始いたしました。弊社の改造カメラで撮影した天体写真や星景

写真により、多くの方が天文雑誌や各種コンテストで多数入賞されています。

お陰様で天文業界ではとても有名になりました。本年の改造のご依頼はすで

に170台を越え、また改造済みカメラの販売台数も120台を越えております。 

 弊社で行う天体撮影用のデジタルカメラ改造は、IR改造(HKIR改造)とゴース

トレス改造(HKGL改造)です。ゴーストレス改造は天体望遠鏡の長焦点撮影の

際に輝星周囲のゴースト発生を回避するための改造ですので、一般的な天体

写真や星景写真の撮影はHKIR改造が適切です。 

 赤外写真撮影用の改造はクリア改造(HKC改造)になります。最近は企業や

大学などの研究機関からの改造のご相談が多く、随時対応いたしております。

また特殊な表現を求める写真作家の方々からの相談もいろいろお受けいたし

ております。クリア改造では紫外線撮影も可能です。 

 改造費用はカメラの機種によって異なり、キヤノンKissシリーズは税込み

30,800円、ニコンとキヤノン(Kiss以外)、ソニーα7は税込み33,000円です。 

EOS R6やニコンZ6Ⅱなどのミラーレス最新機も改造可能です。ソニーα7Ⅱ、

ペンタックスなどは税込み39,600円です。パナソニックとオリンパスの改造は、

キヤノンやニコンなどに比べて4倍程度の作業時間が必要なため、税込み

49,500円です。一番高額なのはソニーα7Ⅲやα99などで税込み55,000円、納

期は１ヶ月半程度かかります。 

 弊社会員の皆様には、改造費一律10%OFFで処置させていただきます。 

 詳細については、弊社ホームページをご覧ください。 

 昨年もご紹介いたしましたが、店長の根本は趣味のひとつとして、真空管ア

ンプの製作や改造を楽しんでいます。真空管アンプは音質を左右するもっと

も重要なデバイスである真空管を、いろいろなメーカーのものに差し替えるこ

とで音の変化を楽しめることが大きな特徴です。趣味が高じてくるとカメラやレ

ンズ同様、真空管の種類がどんどん増えてしまいます。特に今から50～80

年前のヴィンテージ真空管は、

その高音質と希少性から人気

がとても高いのもカメラやレン

ズに良く似ています。 

 しかし真空管には寿命がある

ため、入手した真空管の状態を

知ることが重要です。また好み

に合わない真空管は売却処分

を考えるのもカメラ趣味と同じで

すが、例えばヤフオクやメルカ

リを利用する場合、状態不明で

ジャンク扱いで出品するのと、

試験済みで出品するのでは、

落札価格や販売価格に大きな開きが出てしまいます。 

 店長の根本は有名な米軍制式真空管試験機TV-2 (写真上)やTV-7、民生用

真空管試験機の最高峰と言われるHickok539Cなどを複数台所有しており、

すべて自分の手で分解整備を行い、さらに正式な手順で校正しております。 

 この10月からお持ちの真空管の状態を測定するサービスを開始することに

いたしました。真空管は宅配便でお送りいただくことになりますが、往

復の送料はご負担ください。各種手数料は現在検討中ですが、基本手

数料は税込1,100円、使用する真空管試験機によって測定費用は異

なり、TV-7での棄却値測定は1本あたり税込110円、Hickok539Cある

いは国産の名機DELICA2001を使用した相互コンダクタンス測定は1

本あたり税込220円、TV-2による棄却値測定(あるいは相互コンダクタ

ンス測定)とプレート電流測定は1本あたり税込330円。なお複合管に

ついては2回の測定が必要なため、倍額とさせていただきます。結果

は手書きのメモでのお知らせとなります。 

 それから真空管試験機TV-7とTV-2、Hickok600/6000シリーズにつ

いては試験機の調整・校正もお受けいたします。詳細はお問い合わせ

ください。 

真空管測定、真空管試験機の調整をいたします。 

雑談コーナー 

Hickok 593C 

ノクチルックス50mm F1.2 




